
 
 

も
ち
ろ
ん
私
も
含 

 

め
て
な
ん
で
す
が
、 

な
ん
だ
か
ジ
ジ
バ
バ

清
掃
隊
の
態
で
つ
き
み
野
鶴
舞
通

り
を
月
１
回
最
終
日
曜
日
、
竹
箒

で
細
々
と
き
れ
い
に
し
て
い
た
と

こ
ろ
に
孫
の
世
代
の
よ
う
な
少
年

達
が
こ
の
１
月
か
ら
突
如
ど
っ
と

と
い
う
感
じ
で
参
加
し
て
く
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
、
北
大
和

小
学
校
区
の
少
年
野
球
チ
ー
ム

「
北
大
和
ド
リ
ー
ム
ズ
」
の
少
年
、

監
督
、
コ
ー
チ
、
保
護
者
の
み
な

さ
ん
。
竹
箒
な
ど
初
め
て
の
経
験
、

最
初
は
風
が
来
る
方
向
に
向
け
て

掃
い
て
い
た
少
年
は
も
う
す
っ
か

り
今
は
手
際
よ
く
き
び
き
び
と
。

「
清
掃
場
所
が
野
球
場
の
と
こ
ろ

な
ん
で
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に

な
れ
ば
と
思
い
、
参
加
し
た
い
と

申
し
入
れ
し
ま
し
た
」
と
首
藤
監

督
。
ジ
ジ
バ
バ
世
代
は
に
こ
に
こ

大
歓
迎
。
清
掃
場
所
に
「
こ
の
道

路
は
わ
た
し
た
ち
が
き
れ
い
に
し

て
い
ま
す
。
大
和
市
道
路
協
働
美

化
活
動
（
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ

ム
）
」
と
看
板
あ
り
。
ひ
と
つ
の

舞
台
で
世
代
が
つ
な
が
っ
て
い

く
。
こ
れ
も
協
働
ス
タ 

イ
ル
。
（毛
が
３
本
） 
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                                「十五夜に向かって」   喧騒をのがれて静かな宇宙でお月見を。                            

                                                   by 夢 耕作 （大和市下鶴間在住） 

    ＊「あの手この手」は大和市民活動センターのＨＰではカラーでご覧になれます。 

 

 

－１－ 

“大和市の” シリーズ （６） 

  ～人口 23 万人～ 
     4 ページをご覧ください。 
 

国際色豊かなまち、大和市 

 ＜今月号掲載＞ 

 ●夏休みにボランティアをやってみたい中高生このゆびとまれっ！報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ p.2 

 ●第 59回連続共育セミナーのお知らせ、H25年度協働事業等提案検討結果、他 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ p.3 

 ●FMやまと～やまとっこ☆みつけた～、“大和市の”シリーズ（6） 、編集後記 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ p.4 

 

手  

手 

あの手この手で考えて、あの手この手で問題解決！ 

あの 
この 

あの手この手のマークの間のＳは solution（解決）のＳです。 



ミサンガ…お守
り。手首や足首
につけます。 

 登録団体イベント情報 

  
 

 

ミ
サ
ン
ガ
が
と
て
も
き
れ
い
に
編

ん
で
あ
っ
て
驚
き
ま
し
た
。
授
業

の
中
で
子
ど
も
達
が
編
ん
で
い
る

と
聞
い
て
、
自
分
た
ち
の
お
金
の

た
め
に
な
ん
て
え
ら
い
な
と
思
い

ま
し
た
。 （

柏
木
学
園
高
校
３
年
） 

あああああああああああああ
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あああああああああああああ
あああああああああああああ

ああ 

最
初
は
少
し
緊
張
し
て
い
ま

し
た
が
子
ど
も
達
の
方
か
ら

声
を
か
け
て
く
れ
た
の
で
、 

と
て
も
嬉
し
く
助
か
り
ま
し

た
。
声
か
け
な
ど
を
す
る
こ 

と
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
増
え
、
皆
で
楽
し 

め
る
と
思
い
ま
し
た
。 

 

（
柏
木
学
園
高
校
３
年
） 
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あああああああああああああ

ああ 

初
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
し
ま
し
た
。
最

初
は
と
ま
ど
い
ま
し
た

が
、
だ
ん
だ
ん
楽
し
く

な
り
、
多
く
の
こ
と
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

初
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
し
ま
し
た
。
最

初
は
と
ま
ど
い
ま
し
た

が
、
だ
ん
だ
ん
楽
し
く

な
り
、
多
く
の
こ
と
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

初
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
し
ま
し
た
。
最

初
は
と
ま
ど
い
ま
し
た

が
、
だ
ん
だ
ん
楽
し
く

な
り
、
多
く
の
こ
と
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

毎
年
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

テ
ニ
ス
に
参
加
し
て
い
て

と
て
も
楽
し
い
で
す
。
去 

年
お
会
い
し
た
方
と
ま
た

会
う
こ
と
が
で
き
て
と
て

も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
早 

い
球
を
打
ち
返
す
の
が
難

し
く
て
大
変
で
す
。 

（
柏
木
学
園
高
校
３
年
） 

今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
国

際
事
情
や
国
内
事
情
に
つ
い

て
様
々
な
話
を
聞
く
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ス
や 

新
聞
で
報
道
さ
れ
て
い
な
い

話
を
聞
け
た
こ
と
は
貴
重
な

経
験
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
、 

も
っ
と
視
野
を
広
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 
 

（
柏
木
学
園
高
校
３
年
） 

 

今
日
、
ワ
ン
・
ピ
ー
ス
で
は

プ
ー
ル
で
子
ど
も
達
が
互
い

に
水
を
か
け
っ
こ
し
、
元
気

に
は
し
ゃ
い
で
遊
び
ま
し

た
。
家
の
中
ま
で
水
が
飛
び
、

と
て
も
大
変
で
し
た
。
小
学

生
は
元
気
で
い
い
な
と
思
い

ま
し
た
。 

（
柏
木
学
園
高
校
３
年
） 

思
っ
た
よ
り
も
ゴ
ミ
が
落
ち

て
い
ま
し
た
。
普
段
は 

ゴ
ミ
を
拾
う
の
な
ん
て
め
ん

ど
う
く
さ
い
と
思
っ
て
い
た

け
ど
、
今
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
て
、
と
て
も
楽
し
く
感

じ
、
こ
れ
か
ら
も
参
加
し
た

い
と
思
い
ま
し
た
。 

（
光
丘
中
学
校
２
年
） 

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
る
ま

で
の
裏
側
の
こ
と
を
た
く
さ

ん
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

将
来
音
楽
に
関
わ
る
よ
う
な

仕
事
を
す
る
こ
と
が
夢
だ
っ

た
の
で
、
そ
れ
に
近
い
こ
と
が

体
験
出
来
て
大
変
良
か
っ
た

で
す
。 

（
日
本
女
子
大
学 

 
 

 
 

付
属
中
学
校
３
年
） 

 

  

受入れ団体（感想＆中高生へのメッセージ） 参加者数 

NPO法人サポートハウス ワン・ピース        ★知的障害児と遊ぶ 

恥ずかしそうにしていた人もいましたが子ども達と遊ぶうちにみんな楽しそう
になってきました。ワン・ピースの子ども達は年齢の近いお兄さんお姉さんと
遊ぶのが大好きです。来年の夏休みも元気なお兄さんお姉さんが来てくれ
ることを楽しみにしています。（代表 滝本美知留） 

4日間開催 

中学生 4名 
高校生 5名 

引地川水とみどりの会                  ★引地川の掃除をする 

7月 27日（土）、11名の参加者とメンバー合わせて 21名で引地川の清掃を
行いました。気温 32度、水温 24度。この日はゴミ 4袋回収。参加してくれた
皆さん、本当にありがとうございました。（事務局長 五味尚生） 

1日間開催 

小学性 1名 
中学生 1名 
高校生 9名 

NPO法人 WE21ジャパン大和        ★リサイクル品販売のお手伝い 

若い感性が活かされたディスプレイが好評で商品が売れたり、お年寄りやベ
ビーカーのママの店内への出入りをさっとお手伝いしたりと、感心させられる
ことが多かったです。（代表 小宮千菊）  ＷＥショップやまと…収益金の一
部をアジアの女性の自立ために役立てています。 

4日間開催 

中学生 1名 
高校生 4名 

チーム ピース チャレンジャー               ★ミサンガの袋詰め 

インド、ニランジャナスクールの子ども達とのコラボレーション！！
インドの子ども達が作った一本が 4 日分の給食費になるミサンガの袋
詰めをして頂きました。『インドの子ども達が給食を生み出すために一
生懸命に編んだミサンガ、私たちも心を込めて丁寧に袋に詰めました』
との感想、皆さんにはインドの子ども達にメッセージを書いてもらい
ました。11月に届けます。（代表 蔵田えり） 

1日間開催 

中学生 1名 
高校生 8名  
 

NPO法人地域家族しんちゃんハウス              ★子どもと遊ぶ 

今年は７名の中高生が参加してくれました。皆さん前向きで熱心で、一
生懸命子ども達と遊んでくれました。短い時間でしたが、この体験が
きっかけとなって将来の夢や目標が具体的に描ける手助けになれたら
幸いです。（主任 松井） 

4日間開催 

中学生 3名 
高校生 4名 

サウンドテーブルテニス(STT)           ★視覚障害者と卓球をする 

大和市に STTを発足して早くも 10年になります。この間、市民活動センター
を通して多くのボランティアを紹介下さり、続けてくることができました。この
夏休みにも柏木学園の生徒さんが多数来られて手助け（体験）等してくれま
した。ありがとうございました。（高橋ミヤ） 

2日間開催 

中学生 1名 
高校生 19名 

大和市芸術文化振興会                     ★コンサートのお手伝い 

8/24(土)小学生から高校生を対象とした楽器探検隊、8/25(日)は子どもから
大人まで対象としたファミリーコンサートを開催しました。高校生は参加した
児童の誘導やセッティング等、多様な業務をこなし、多くの方々と笑顔で接
してくださり、文化の薫りを提供してくれました。（代表 小林三夫） 

2日間開催 

中学生 4名 
高校生 4名 

夏休みにボランティアをやってみたい中高生 

///////////////////////////

///////////////////////////

///////////////////////////

///////////////////////////

///////////＊＊＊＊

＊＊＊＊＊ 

 

/////////////////////////////

/////////////////////////////

/////////////////////////////

/////////////////////////////
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－２－ 

第 59回連続共育セミナー 

 

平成 26年 4 月、スタート。 

－３－ 

8 月 28 日(水)、平成 25 年度協働事業等提案検討
結果報告会が行われました。報告会には提案者、
市担当課、市民活動課、大和市民活動センターの4
者が一堂に会し、庄嶋孝広協働推進会議委員から
来年度の事業開始に向けてのアドバイスと講演を聴
きました。下記 4 事業が協働事業として来年度スタ
ートします。 

 チャレンジ離乳食教室～これからママ・パパに
なるあなたへ～（継続） 

 認知症サポーターの実践講座（新規） 
 障がい者と地域住民のふれあい体験活動を通じ
た共助・共生社会の実現を目指す事業（継続） 

 入院患者さんの「癒しの場」提供事業（新規) 

 

今年度の「このゆびとまれっ！」は市民活動
センターに登録する 7団体がプログラムを用
意し、56 名の中学生、高校生がボランティ
ア活動を体験しました。この企画に参加した
みなさんの感想です。 

協働事業 

市民活動推進補助金を活用しての活動から、
行政との協働事業へと活動を発展させた 4 団
体が集合。補助金を活用しての感想や、協働
事業の効果などについて本音トーク。活動の
ヒントが得られるかも？ 

活動の展開から見えてきたもの 
～補助金から協働事業へ～ 

日時：9月 21日（土）10：00～12：00 

場所：大和市民活動センター 会議室 

申込み：当日参加自由 

団体交流セミナー① 

 

新規２事業＆継続２事業 

参加の児童・生徒の学校名  

開智小学校・ 下福田中学校・ つきみ野中学校・ 光丘
中学校・ 大和中学校・ 日本女子大学付属中学校・ 
鴎友学園高校・ 柏木学園高校・ 相模向陽館高校・ 
昭和女子大付属高校・ 洗足学園高校・ 桐朋高校 

参加の動機・・・「理由も決意も
無く、なんとなくボランティア
をやってみたいと思いました」 

災害想定 災害対応図上訓練 

平成 25年度大和市市民活動推進補助金事業 

  あなたの街で、災害、地震、大規模火災、津波など起 

きたらどのように対応しますか？ 

 地域の助け合える訓練を経験してみませんか？     

日時：9月 8日（日）13：00～ （受付開始 12:30） 

場所：大和市生涯学習センター2階 207大会議室 

主催：一般社団法人やまと災害ボランティアネッ

トワーク http://ysvn.web.fc2.com/ 

【このゆびとまれっ！担当者より】オリエンテーションに 56 名の中・高
生が参加しました。受入れ団体の趣旨、活動内容、ボランティア活動を
するための心構えや注意などを熱心に聞き入っておりました。延べ 68
名の中・高生が自分の選んだボランティア活動に取り組みました。これ
を機会にボランティア活動に興味を持つことを期待します。（櫻井） 

第８回かながわイーパーツリユースＰＣ寄贈プログラム 

8月 27日(火)、藤沢市市民活動推進センターで寄贈式が 

行われ 30団体に 37台のＰＣが寄贈されました。当センター 

登録団体では、一般社団法人やまと災害ボランティアネッ 

トワーク(1) / ＮＰＯ法人大和市腎友会(2) / ＮＰＯ法人た 

んぽぽ(2) が計 5台のＰＣを授与されました。今年度第 2 

次プログラムも企画され、近く皆さんに発信予定です。 参加してみて・・・ 
「自分の行動が『人
のため』となった時、
初めてやりがいが生
まれるのだと思う」 
 



関東学院大学の一般学生にボランティア情報を提

供し、自らもボランティア活動をしているサポーター2

人が出演。ボランティアを始めるのに勇気がいったけ

ど、始めてみたら、いい経験ができたと語りました。 

肢体不自由の人たちとのバス旅行で中学生の女

の子のトイレ介助をした伊藤さんは、初めてだったの

で手探りの面もあったけれど、帰りに「ありがとう、楽し

かった」と言ってもらえてうれしかった経験が、重度介

護資格を取る時に役立ったとのこと。 

ガイドヘルプの講習を受けてから、視覚障害者を

「センター」からコンサート会場まで誘導した時の経

験から、日常生活で、目の不自由な人に声をかける

ことができたと、乾さん。 

学生たちにボランティアを薦めるときに、ボランティ

アで経験し学んだことが自分の中の宝物になると伝

えてほしいと、パーソナリティーのジョニーさん。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学生の頃から大人といっしょに引地川の清掃活動

をしてきている３人の男子と、高校生になってからボラン

ティア活動を始めた女子２名が、活動中のエピソ－ドを

話しました。川に入って初めてわかるゴミの数々。小さ

い頃は大きなゴミを結んで引き上げるのが大変だったけ

ど、高校生にもなると、大きなゴミでもしっかり引き上げら

れるようになったと、頼もしい言葉も聞けました。 

「センター」のカッコーフェスタはゴミの分別クイズな

ど、子ども達が企画から運営までを担っています。今年

も話し合いを重ねて参加 

するとのこと。 

自分たちの住んでいる 

街の川なので、これからも 

きれいにしたいと、それぞ 

れの言葉で思いが語られ 

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       今月号の表紙絵は「十五夜」。 

    確かに昔はお団子とススキを飾って 

お月見をした。「絵の中で狐と一緒にお

月見したらどんなに楽しいだろう」としばし

夢に浸れる夢耕作さんの作品です。（N） 

 

 

７月２０日（土） くもり 

公園 

 朝ラジ！ホッとスクランブル 

大和市民活動センターだより 

『やまとっこ☆みつけた』   

 

ＦＭやまと  
77.7 ＭＨｚ 
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大和市民活動センターは「大和市新しい公共を創造する市民活動推進条例」に基づいて設置されています。 
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第 1.3.5(火)生放送 

9:00 ⇒10：00 

 

9 月 3日（火）ＮＰＯ法人やまとＣＡＰひまわり 

 

 

 

 

 
第 190 回 8/ 6(火) ～道路の排水溝にゴミを捨てないで～ 

引地川水とみどりの会こどもエコクラブ 

 

第 191 回 8/20 (火) ～経験して学んだことが宝に～ 

関東学院大学ボランティアサポーター 

～相手を知り、自分を知る～ 

違いを学んだら、ボーっとテレビを観 

ている夫をみて、今、エネルギーチャ 

ージしているのだと、思うようになり、 

イライラしなくなりました、と体験談を 

話したメンバー。子どもは夫婦関係を 

見ながら育つので、よりよい関係を築く知恵と知識

を学びませんかと、代表の正保さん。感情をどこに

置いて話したらよいか等、「しあわせ夫婦育成講

座」で学んでほしいです、とも話されました。 

 

9月 17日(火) 大和市革新懇 

 

 

 

 

 

 

＜出演しました＞ 録音 CDが大和市民活動センターにあります。 

子どもを取り巻く社会と子どもに対して、人権教育を基に

した暴力防止プログラムＣＡＰを実践して、子どもの人権

が尊重される社会の形成を目指して活動しています。 
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市民の生活と人権擁護、平和推進のための活動を継

続しています。第 11 回ライブ＆トーク「平和をねがう市

民の集い」を 10 月 6 日（日）に開催します。 

＜これから出演します＞ ７７．７MHZ    ９：００ お忘れなく！（再放送は当日の１５：００ と ２１：００です） 

  8 月 5 日(月) 晴れ 

大和駅近く、 信号機の無い交差点
で視覚障害者の男性が杖を止めた
まましばらく立っていました。「駅に行
きますか。車の往来が激しいので注
意して下さい」と言ったら「ありがとうご
ざいます。今急いで渡っても電車は
出た後ですし、この車の後で信号が
青になる筈ですから…」 思わず小
田急の高架線や近くの信号機の信
号の色を見てしまいました。私たちの 
持っていない感覚に驚きました。 

今年 2013 年（平成 25 年）の 8 月統計では人口 231,544（男

115,966 女 115,578）世帯数 100,453 となっています。大和市

となった 1959 年（昭和 34 年）の人口は 3 万 5 千人ですから、 

年々3.6%近くの増加率です。 

また、人口の約 2％、約 40 

人に 1 人は外国籍の方で、 

出身国は約 70 か国に及びま 

す（2 月統計）。日本語教室 

も多くあり、協働事業として 

外国籍の子ども達の就学前 

のプレスクールも行なわれて 

います。国際色豊かな大和市 

の状況がうかがえます。 


